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幼児教育課程における声楽授業実践報告 
 
              迫 田 リ ツ コ 
 
現在、筆者は短期大学幼児教育学科において声楽指導を担当している。この報告は、2007
年度から2014年度の「声楽Ⅰ」（延べ人数約1500名）の授業を対象にしたものである。学生
による音楽の表現能力には大きな差があり、大学入学までに声楽の指導を受けた経験のあ
る者もまったくない者もいる。しかし、ほとんどの学生が幼児教育の現場で保育者として
従事するため、子どもを幸せにするための音楽教育を目指して次のような目的を持って指
導に当たっている。 
・子どもに音楽の美しさを知ってもらうため、学生自身も音楽の美しさ、音楽の持つ力を
知り、体験する必要がある。音楽を通して美しいもの、さらにそれが善を求める心につ
ながり、善を行うことを通して、自己肯定感が得られ、心の落ち着き、自分と他者を大
切にする気持ちも養われると考える。 
・子どもが出会う１番初めの音楽の先生として、幼児教育者は子どもに音楽の美しさ、豊
かさを伝えるために、確かな技術を身につけ、音楽を楽しむ心を養っておく必要がある。 
・確かな技術を身につけ、音楽を楽しんで、生き生きと歌い、演奏できるようになる。 
 
「授業のねらい」と「到達目標」を挙げると次の通りである。 
「授業のねらいと概要」 
保育の上で必要とされる表情豊かな声を得るため、声楽の基礎となる発声を学ぶ、リ
ズム感・音感・表現等の音楽能力を伸ばし、演奏する事の楽しさを知る。積極的に他者
に働きかける演奏（歌唱）を目指し、子ども達が豊かな音楽活動を行う為の保育力を養
う。基礎練習（発声・コールユーブンゲン歌唱）を行い、前期は童謡歌唱、後期は童謡
弾き歌いの課題を学ぶ。 
「授業修了時の達成（到達目標）」 
・自分の声の長所を活かし、楽しんで歌唱できるようになる。 
・音感を身につけ、正しい音程で歌唱できるようになる。 
・歌詞の意味を理解した上で表情豊かに歌唱できるようになる。 
・童謡の弾き歌いができるようになる。 
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２．基礎練習と音楽表現 
次に授業で実際に行っている指導法を概説する。 
（１）基礎Ⅰ（発声練習） 
①前屈や腕広げを伴った呼吸法を覚える。 
②Vの発音で息を前に出す感覚をつかむ。 
③MOの発音等で口を縦に開ける練習を行う。 
④NOの発音で口を縦に開ける事と鼻腔を通して声を出す練習を行う。 
⑤YAの発音で頬の筋肉を引き上げる練習を行う。 
⑥音域はトから二点イもしくは二点変ロまでである。 
この方法は１年を通して行い、反復練習を通して自己の声の調整方法を身につける。ま
たこの方法は反復方法を通して、発声を少しでも簡単に身につけるものとして有効である。
実例として、80歳代90歳代の女性がこの方法を通して二点への音を美しく伸ばして歌唱す
る事ができるようになった実践例がある。またこの方法を使い小学１年生も楽々と歌うこ
とができる。 
【指導上の留意点】 
人の身体、声は一人ひとり異なるものなので、本来声楽は個人レッスンが望ましいと考
えられる。30名～50名の授業で少しでもその形に近付ける為、学生の顔と名前を覚え、個
人レッスンをしているように毎回すべての学生の口の形や姿勢、表情等を注視しながら指
摘を繰り返す。 
声楽の授業であるが、声楽家を目指すのではなく、幼児教育者を養成するので、明るく
聞き取りやすい声、子どもに安心感を与える声作りを目指し、１年後はほぼ全員の学生が
正しい口の開け方で歌唱できるようになり、音域が拡がる。 
 
（２）基礎Ⅱ（音程・リズム・拍子） 
①音程の度数の説明を行い、音程を耳で聞いた感覚だけでなく度数でとらえて、理論を
伴った正確な音程の掴み方を身につける。 
②半音・全音の音の幅の違いから始まり、２度音程から８度音程まで習得する。その際
同じ度数でも長・短の違いで音の幅が違うことなども、理論と音感の練習によって習
得する。 
・ピアノの音を良く聴き、同じ音の高さで歌えるよう指導する。 
・ほとんどの学生は前期当初、音程をやや低めにとらえる傾向がある（特に一点イ）ため、
１つの音の中でも高めの音程、低めの音程がある事の認識を持つように促し、その音の
中心を正確にとらえるように指導する。 
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・音程を正確にとらえたうえで、曲に応じて正しい音程を声にして出す方法を、顔の筋肉
の使い方、口の開け方、舌の位置等の説明を通して細かく指導する。 
 
リズム 
① 全音符、２分音符、４分音符、８分音符、３連符、１６分音符、付点全音符、付点２
分音符、付点４分音符、付点８分音符と、全休符、２分休符、４分休符、８分休符、
１６分休符までを習得する。 
②シンコペーションのリズムやタイで繋がれた音符の長さを理解し、歌えるようにする。 
 
【指導上の留意点】 
・数字、特に分数や小数を用いて、正確な音の長さを理解するように指導することである。
同じ音符でも拍子が違えば長さが変わる事等、難易度が高いものは、曲が変わる度に繰
り返し説明を行っている。難しいリズムは、リズム打ちなどを行い体でリズムをとらえ
るよう指導する。 
・新しいリズムを学ぶたびに板書をして説明をする。学生の表情を見て、音符の種類や長
さに関して既に学んだものでも、年間を通して説明や質問を繰り返し行い、学生が完全
に理解できるように働きかける。また、理解できていない学生には個別に指導して、全
員が理解できることを目指す。 
 
拍子 
・２拍子・３拍子・４拍子・６拍子を習得する。（応用で９拍子・１２拍子も取り入る） 
【指導上の留意点】 
・アクセントを用いて、拍子の違いを認識するよう指導する。 
・足踏みなど身体を使って拍子感覚を身につけるよう指導する。 
・常に拍子を意識することができるように、学生が歌っている間は必要に応じて手拍子や
カウントを数える事を行う。 
・拍子を身につけたうえで、拍子が違う同じ曲の歌い分けができるように指導する（完全
に拍子を理解するため） 
・新しい拍子を学ぶたびに板書をして説明をする。 
・学生の表情を見て、既に学んだ拍子についても、年間を通して説明や質問を行い、学生
が完全に理解できるように働きかける。 
・理解できていない学生には個別に指導をして、全員が理解できることを目指す。 
・前期・後期ともまとめテストを行い、その際すべての学生に良かった点・まだできてい
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ない点・今後の課題と練習方法を伝える。 
・１年後には指導した曲は歌えるようになっている。しかしすべての学生が音程・リズム・
拍子を完全に習得しているとは限らない。学生が学んだことを忘れずに応用していく事
が大切だと思われる。 
 
・階名で歌う。 
・メロディが美しく滑らかなものは、声楽の発声法を使い、「あ」や「お」等の母音で口の
中を大きく開けた状態でレガート唱法を用いて歌ってから、歌詞をのせて歌唱する。
（例：揺籠の歌） 
・歌詞に描かれている登場人物について皆で話し合い、人物設定を行ってからそれぞれの
歌い方を決めて歌唱する。（例：アメフリ） 
・虫や花、動物等の歌は、動きを取り入れて歌唱する。（例：おつかいありさん）・有節
歌曲などの歌詞の番号が多いものは、本読みのようにお話をする練習をしてから歌唱す
る。（例：あめふりくまのこ） 
・３拍子の曲はステップを取り入れて身体の動きをつけて歌唱する。（例：山のワルツ） 
・速いテンポの曲は滑舌練習を行い、言葉を明確に発音しながら限界まで速いテンポで正
確に歌唱できるようにする。（例：きゅっきゅっきゅう） 
・受講した歌唱授業の流れを学生がまとめ、設定保育の指導案を書く練習をする。（１～２
回）内容は教員の言葉・行動を保育者の言葉・行動とし、学生の反応・言葉・行動・感
じた事を、子どもの反応・言葉・行動・感じた事としてまとめる。 
【指導上の留意点】 
・正しい姿勢で歌えているか確認する。 
・曲に応じた表情で歌えるように指導する。 
・学生が表現することを楽しめるように、また大胆に表現できるように働きかける。 
・学生が歌唱授業の流れをまとめたものを添削し、学生の理解度やクラスごとの傾向を考
察して、その後の指導に活かす。 
①音楽表現（歌唱） 
・前期に童謡を２０曲程習得する。 
（例：ぞうさん・おつかいありさん・めだかの学校・とんぼのめがね・コイノボリ・
肩たたき・せんせいとおともだち・お花がわらった・揺籠の歌・いぬのおまわりさ
ん・小鳥のうた・おはなしゆびさん・山のワルツ・あめふりくまのこ・おすもうく
まちゃん・おもちゃのチャチャチャ・アメフリ・かわいいかくれんぼ・きゅっきゅ
っきゅう・みかんの花咲く丘） 
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・前期終了後にまとめテストを行い、その際すべての学生に良かった点・まだできていな
い点・今後の課題と練習方法を伝える。 
・１年後には多くの学生が正しい口の開け方や姿勢を身につけ、曲に応じた表情で歌い、
発想記号等から表現豊かに歌唱できるようになる。 
 
弾き歌い習得について 
・後期に弾き歌いを課題曲１２曲、自由曲１曲習得する。（例：靴が鳴る・夕焼小焼・ど
んぐりころころ・シャボン玉・アメフリ・コイノボリ・チューリップ・まつぼっくり・
うみ・たなばたさま・とんぼのめがね・ぞうさん・世界中のこどもたちが） 
・１授業につき６～８名程の学生が弾き歌いを行い、公開レッスン形式で進める。 
・ピアノ演奏については正しい座り方、体の力を抜く姿勢、肩や腕の位置、指使い、手の
正しい形、位置、動き、強弱の付け方などを指導する。 
・歌唱についてはピアノの椅子に座った状態で、ピアノを弾きながら声を出す為の姿勢や
視線の向き、身体の使い方、ピアノと歌の音量のバランス、声量が少ない場合の歌唱方
法、強弱の付け方、曲にあった歌唱の仕方などを指導する。 
・聴いている学生に向けて楽譜の説明（強弱などの発想記号、拍子の取り方）を行い、指
使い、声の出し方、表現方法等を細かく説明する。 
・曲によっては弾き歌いをしている学生に伴奏をしてもらい、学生全員で歌唱をして、実
践に向けて伴奏の練習も行う。 
・前半は課題曲、後半は学生自身が選んだ曲で弾き歌いをする。 
・発表がうまくいかなかった学生には再度挑戦する機会があり、次週に行う。完成してい
ない場合は、必要に応じてその後も引き続き指導を行う。 
【指導上の留意点】 
・ピアノを弾きながら正しい発声で歌うことは大変難しく、最初の内は自身の声の半分も
出ていない学生がほとんどなので、学生一人一人の身体や声、癖に応じた指導を行い、
レッスンを受けた後に確実に声が以前より出せるように指導する。 
・体の向きや姿勢、腕の使い方により力が入っていることが多いので、正しい姿勢・重心
の位置を指導し、無駄な力を抜いて弾き歌いができるようにする。 
・人前で弾き、歌う事に対するプレッシャーを少しでも取り除けるように、学生一人一人
に応じた対処法を指導する。 
・後期終了時にまとめテストを行い、その際すべての学生に良かった点、まだできていな
い点、今後の課題と練習方法を伝える。 
・後期終了後には、基本的には13曲弾き歌いができるようになっている。ただし習得につ
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いては、学生のピアノの実力や学生自身の努力に左右される部分も多く、13曲をすべて
の学生がマスターできているとは言えない。しかしたとえピアノがかなり苦手な学生で
も、少なくとも２曲は弾き歌いができるように指導を行っている。 
 
３．授業を受講した学生の声（2013年、2014度授業評価アンケートより） 
・授業がとても楽しかった。 
・声楽は苦手でしたが、授業は楽しく取り組めて自信につながりました。 
・皆との距離が近くて、フレンドリーな感じで授業ができた。 
・１年間でたくさんの童謡を知ることができて良かったです。 
・基礎練習より弾き歌いをもっとしたかった。 
・挑戦して、難しい曲を頑張ろうと思った。ピアノも上手くなったし、だいぶ慣れま
した。 
・ピアノは何度弾いても緊張する。 
・歌が少し上達した。ピアノもゆっくり教えてくださり、良かったです。もっとちゃ
んと弾けるようになりたい。 
・基礎練習は難しかったけれど、歌うことは大好きになりました。 
 
「声楽Ⅰ」の授業を受講後、学生また卒業生からは次のような発言があった。 
・基礎練習は、学生の時には難しく大変なので好きではなかったが、あの基礎練習をして
いたから、今職場でどんな曲でも歌えるので重要性が分かる。後輩たちに基礎練習を頑
張るように伝えてほしい。 
・声楽で１３曲弾き歌いを習得したので、実習に行ったとき、たくさんの曲を渡されても
困らなかった。頑張った甲斐があった。 
 
４．総括 
「声楽Ⅰ」の受講者からの声、そして授業評価の数値、自由記述からは以下のような点
が明らかになった。 
まず、学生の音楽を楽しむ心が養われた。声楽は自分自身の身体、声を使って表現するも
のであり、発声練習そのものが初めての学生もいる。１年を通じての発声練習によって、
声が出るようになること自体が新鮮な喜びであり、自己の身体を使った表現としての声楽
に興味を持ったことは、最も大きな体験だという感想があった。 
学生が確かな技術を身につけ、音楽を楽しむ心が養われたことにより、生き生きと歌い、
演奏できるようになり、保育者として子どもに音楽の美しさを伝える為の備えができた。
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次に、学生に音楽に関する基礎力、リズムを取ること、階名で歌うことなど、基礎的な音
楽に関する知識と技術が身についた。幼児教育を志す学生にとって、歌うこと、弾くこと
は必須の力であり、保育の時間で活用する多くの童謡を知り、弾き歌いが習得できた。 
人前でピアノを弾き、歌う事への緊張は、ある程度慣れていくと少しずつ緩和されてい
くものなので、今後もどんどん学生に人前で演奏する機会を与える。また確かな実力を持
つことも緊張からの開放を促すので、しっかりと基礎を身につけるよう指導していく。音
楽の授業を難しいものととらえるのではなく、真面目に取り組むが楽しんで学べる授業を
目指し、創意工夫して進めた結果、学生から多くの楽しく学ぶことができたという意見が
得られた。 
学生自身が技術を高める為、自己と向き合い忍耐と努力を重ねる体験ができ、またクラ
ス授業という事で仲間と協力し合い高めあう事ができた事は、今後の保育者としての歩み
に活かされると思われる。 
なお、基礎練習の大変さを訴える声もあるが、実際に保育の現場にいる卒業生の言葉か
らも今後の実践に役立つことが分かるので、必要だと思われる。 
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